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大阪・関西万博のオマーンパビリオンでは、いちじくの木をはじめ多様な樹木が植えられ、オアシスの

ような空間が演出されていました。中でもいちじくの木は、大阪の特産品でもあることから、閉幕後の

行き先に注目が集まっていました。 

このたび、当該いちじくの木を譲り受けたいちじく農家さんたちのご厚意により、国際交流および食

育活動の一環として、羽曳野市の市立西浦東小学校に移植する運びとなりました。つきましては、同

校において下記の通り植樹式を実施しますので、お知らせします。 

いちじく栽培が盛んな羽曳野の地で、このいちじくが根付き、子どもたちとともに育っていく姿を通

して、友好と交流の記憶を未来へつないでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開催概要 

［日時］ 令和 8 年 1 月 22 日（木） 10 時 40 分～（10 時 20 分受付） 

［場所］ 羽曳野市立西浦東小学校ビオトープ 中庭 （羽曳野市広瀬７５−３） 

［内容］ 植樹（土入れ・水やり）、樹名札披露、記念撮影 ほか 

［参加者］ 児童、つぶたん（羽曳野市ご当地キャラクター） 

［その他］ 駐日オマーン・スルタン国大使からのお祝いメッセージ代読 

 

■問合せ先 

羽曳野市教育委員会事務局 学校教育部食育・給食課 

TEL：072-947-0042（直通）  メール：shokuiku@city.habikino.lg.jp  

 

友好と交流の記憶を未来へ！ 

「大阪・関西万博オマーンパビリオン展示のいちじくの木」を羽曳野市の小学校へ移植 

植樹式を実施します！ 

令和8年1月 13日 

プレスリリース 


